
  

  

 

 

 

卒業生のみなさん 卒業おめでとう！ 
 式辞の中の一部を紹介します。 

『「自分に克つことは、すべての戦いの中で、もっともすばらしい勝利だ」 

この言葉は古代ギリシャの哲学者プラトンの言葉です。 

人間は生まれつき誰でも自分の中に素晴らしい能力を持っていますが、それを出せるかどうか、使えるかどうかとい

うことは、実は自分との戦いなのです。 

この戦いに負けるということは、何かをする前から「きっとだめだろう」「どうせできっこない」などと諦めてしまう

ことです。自分との戦いに克つということは、一度決めたことは諦めないでどこまでもがんばるということです。自

分の夢を叶えること、自分の未来の方向を決めることはすべて自分次第です。これから先、みなさんが歩んでいく人

生の中では、いつもうまくいくことばかりではありません。むしろうまくいかないことの方が多いと思います。そん

な時に、この言葉を思い出して下さい。そうすると、きっと励まされ、必ず道が開けてくると思います。』 

 卒業は一つの大きなターニングポイントとなります。リマ日本人学校の中学部に進学するとしても、小学生と中学

生とは大きな違いがあります。４月からの新しい生活に向けて心の準備をしっかりと行い、令和６年度をスタートし

ましょう。これまでの経験にさらに新しい経験を積み上げ、自分を磨いていってください。 

保護者の皆様、本日はおめでとうございます。リマ日本人学校ならではの卒業式だったのではないでしょうか。 

今後とも子供たちの成長を支え続けていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

卒業生へのメッセージ          校長より 

屋宜宣郁さん たった一人のリマ日本人学校最高学年である中学三年生。すべての行事でリーダーシップが求められ、す

べての場面で先頭に立たなければならない立場でしたが、優しいまなざしと行動力で頑張ってくれました。リマ日本人学校にとっ

てたのもしいお兄さんでした。卒業後、日本の高等学校に進学しますが、日本国内で自分ができることを精一杯行い、自分らしく

成長していってください。活躍を期待しています。 

飯塚歩美さん いつも落ち着いていて、相手の気持ちを理解しながら下級生の話を聞いてあげていました。ペルーではな

かなか日本語の本が手に入りませんが、書物から様々な知識を得る姿は大変立派でした。中学部に進学しても、今の仲間を大切に

しながら、さらに自分の良さを高めるように頑張ってください。 

奥山志珠さん 物事に前向きに取り組むことができるところが素晴らしい点です。学校のリーダーとしての自覚が少しず

つ芽生えてきました。中学生になるとみんなをリードする場面がさらに多くなります。同学年の仲間と共に協力し合いながらより

よいリマ日本人学校になるために様々な活動に取り組んでください。 

小林優雅さん とても行動的で、ユーモアのセンスもあり、後輩からたいへん慕われていました。進学先は異なりますが、

新しい学校で自分らしい花を咲かせてください。人を惹き付けるすてきな魅力を持っていますので、その素晴らしい面を生かして

仲間を増やし、自分の夢に向かって進んでいってください。 

西村蓮太朗さん学年に関係なく誰にでも優しく接する事ができるので、頼れる人として周囲からも認められています。与

えられたことだけを行うのではなく、自分の考えをさらにプラスしていくことで、よいリーダーとなると思います。リマ日本人学

校がよりよい学校となるようにいろいろな面で力を発揮してください。 

村上知尋さん 自分の良さを伸ばすことは、とても大切なことですが、苦手なことであってもあきらめずに努力を続ける

ことも必要です。知識を今まで以上に増やし、たくさんの情報を身に付けていってください。中学部では自分から進んで様々な事

柄に取り組み、さらに幅広く学習を積み重ねてください。 

橋本健人さん 包容力があり、下級生にも優しく接することができるとてもすてきなお兄さんです。中学部では、さらに

リーダーシップが求められます。先を見通しながら事前の準備がきちんとできることが重要です。計画を立て、しっかりした準備

のもとでさまざまな活動に挑戦していってください。 
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